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今
年
の
お
正
月

は
雪
も
な
く
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
暖

か
い
、
清
々
し
い

三
箇
日
で
し
た
。

『
暖
冬
』
生
活
を

営
む
に
は
快
適
だ

が
、
高
原
野
菜
の
圃
場
で
は
真

冬
の
砂
嵐
。
松
原
湖
、
湖
面
に

波
う
つ
年
越
し
。
一
月
下
旬
や

っ
と
結
氷
を
迎
え
、
平
成
に
入

っ
て
二
番
目
に
遅
い
ワ
カ
サ
ギ

穴
釣
り
の
解
禁
。
山
々
に
雪
が

な
く
春
先
の
水
不
足
も
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
や
っ
と
雪
が
降

り
ま
し
た
。
大
雪
は
歓
迎
し
ま

せ
ん
が
、
山
々
に
あ
る
程
度
の

雪
が
な
け
れ
ば
、
春
か
ら
の
農

作
業
や
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
打
撃
に
な
り
ま
す
。
私
の
家

で
は
二
朝
続
け
て
氷
点
下
十
七

度
を
記
録
し
ま
し
た
。
肌
が
痛

～
い
朝
を
迎
え
、
暖
の
あ
る
居

間
へ
と
寝
床
か
ら
、
つ
ま
先
走

り
で
階
段
を
一
気
に
下
り
、
こ

の
肌
と
足
の
痛
さ
が
『
佐
久
の

冬
』
だ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

今
年
一
年
、
春
夏
秋
冬
自
然
界

と
上
手
く
付
き
合
っ
て
行
け
れ

ば
な
ぁ
と
思
い
。
冬
が
厳
し
い

分
、
春
の
暖
か
さ
が
一
層
有
難

く
感
じ
ま
す
。
春
、
町
で
は
御

柱
大
祭
、
里
曳
き
、
建
て
御
柱
。

夏
は
長
野
県
消
防
団
ポ
ン
プ
操

法
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

祝
賀
会
に
も
先
生
方
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
中
学
時
代
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
将
来
の

話
や
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
中
学
時
代
の
写
真
も

あ
り
自
分
た
ち
の
成
長
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
一
緒
に
成

人
を
迎
え
た
仲
間
は
一
生
の
宝

物
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
っ
と
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
小
海
町
の
方
々
を
は
じ
め
私

た
ち
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ

　

新
成
人
代
表
の
渡
辺
泰
貴

さ
ん
か
ら
は
、
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
の
感

謝
の
言
葉
と
成
人
と
し
て
の

決
意
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
写
真
撮
影

を
し
、
滞
り
な
く
、
式
典
が

終
了
し
ま
し
た
。
写
真
撮
影

終
了
後
も
各
々
友
人
や
恩
師

の
方
々
と
楽
し
そ
う
に
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
た

皆
様
も
仕
事
や
学
業
な
ど
に

忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
成
人
式

を
機
に
更
な
る
飛
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
っ
た
両
親
、
恩
師
の
方
々
な

ど
多
く
の
方
の
お
か
げ
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
で
は
様
々
な
こ
と
が

起
こ
り
、
不
安
に
思
う
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
が
こ
う
し
て
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
、
大
好
き
な
小
海
町
に
恩

返
し
で
き
る
よ
う
今
や
る
べ
き

こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
み
ん
な
が
帰
っ
て
き
た
い
と

思
う
小
海
町
で
あ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
町
長
を
は
じ
め

来
賓
の
方
々
、
中
学
時
代
の
恩

師
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

お
祝
い
の
言
葉
や
人
生
の
先
輩

と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
成

人
し
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
み
な
さ
ん
の
お

話
を
聞
い
て
自
分
た
ち
が
成
人

し
た
こ
と
の
自
覚
と
責
任
を
し

っ
か
り
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
三
組
の
担

任
だ
っ
た
須
澤
先
生
は
残
念
な

が
ら
出
席
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

辞
と
し
て
成
人
者
の
心
構
え
や

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
二
人
の
中
学
校

時
代
の
恩
師
の
方
々
に
は
、
当

時
の
思
い
出
の
入
っ
た
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
出
席
で
き
な
か
っ

た
恩
師
の
方
に
は
お
祝
い
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
成
人
も
当
時
の
学
校
生
活
を

思
い
出
し
、
懐
か
し
さ
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
た
和
や
か
な
式
典
で

し
た
。

ち
は
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

中
学
校
を
卒
業
し
、
高
校
・

大
学
と
進
学
し
、
会
う
こ
と
が

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
と
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
、
見
た
目
は

変
わ
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
中

身
は
昔
の
ま
ま
で
懐
か
し
さ
す

ら
感
じ
ま
し
た
。
式
が
始
ま
る

ま
で
は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
近
況

報
告
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

式
の
受
付
や
新
成
人
代
表
謝
辞
、

記
念
品
の
贈
呈
・
授
与
を
行
い
、

祝
賀
会
の
ま
と
め
役
は
、
実
行

委
員
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
地
元
に
残
っ
て
い
る

新
成
人
を
中
心
に
実
行
委
員
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
成
人
者
全

体
の
中
か
ら
、
地
元
の
親
御
さ

ん
を
通
じ
て
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
や
や
緊
張
し
た

面
持
ち
で
、
小
海
町
の
歌
斉
唱

に
始
ま
り
、
小
海
町
長
や
小
海

町
議
会
議
長
か
ら
は
挨
拶
、
祝

　

近
年
稀
に
み
る
暖
冬
の
た
め

穏
や
か
な
日
差
し
の
下
、
私
た

　

平
成
二
十
八
年
一
月
三
日
㈰

小
海
町
成
人
式
が
、
町
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
の
対
象
者
は
男

性
十
八
名
、
女
性
四
十
一
名
の

計
五
十
九
名
で
、
当
日
の
式
典

に
は
男
女
合
わ
せ
て
五
十
一
名

の
新
成
人
の
皆
様
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、
懐
か

し
い
友
達
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

た
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
合

っ
た
り
す
る
な
ど
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
あ
う
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（170）

新
成
人

鷹
　
野
　
紗さ

　
輝き

（
松
原
）

平
成
二
十
八
年

小
海
町
成
人
式
開
催
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一
月
十
六
日
、
十
七
日
の
土

日
に
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る

茨
城
県
大
洗
町
の
小
学
五
、
六

年
生
二
十
四
人
が
当
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

到
着
し
て
美
術
館
で
歓
迎
の

挨
拶
を
受
け
早
速
、
お
昼
は
雪

の
中
で
の
昼
食
と
い
う
は
ず
で

し
た
が
、
当
日
は
雪
が
全
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
原
の
お

菓
子
の
森
で
炭
火
で
パ
ン
や
マ

シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
た
り
、
林
の

中
で
遊
び
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
美
術
館
で
雪
の
ア

ー
ト
体
験
の
は
ず
で
し
た
が
、

同
じ
く
雪
が
全
く
な
い
状
態
で

し
た
の
で
、
美
術
館
の
中
で
小

海
町
の
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ア
と
大

洗
町
の
ト
ン
ト
ゥ
（
大
洗
町
の

プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ア
と
よ
く
似
た

森
の
妖
精
）
を
使
っ
た
ミ
ニ
ジ

オ
ラ
マ
を
作
製
し
ま
し
た
。
子

供
達
な
ら
で
は
の
自
由
な
発
想

で
二
町
の
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
仲
良
く
入
っ
た
ジ
オ

ラ
マ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
夜
に
は
結
氷
し
た

長
湖
で
稲
子
在
住
の
斉
藤
尚
敏

さ
ん
に
よ
る
氷
上
の
星
空
観
測

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
冬
の
小

海
の
澄
み
切
っ
た
星
空
で
の
観

測
会
は
斉
藤
さ
ん
の
用
意
さ
れ

た
四
台
の
本
格
的

な
望
遠
鏡
で
普
段

は
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
星
の
観
測

を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
結
氷

し
た
湖
上
に
寝
転

ん
で
み
た
り
す
る

子
も
い
て
、
寒
さ

を
体
感
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
朝
か
ら

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

釣
り
上
げ
る
こ
と

は
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
始
ま
っ
て
十
五
分
ほ

ど
で
、「
釣
れ
た
！
」
と
い
う

声
が
上
が
り
、
多
い
子
は
一
時

間
で
五
匹
ほ
ど
を
釣
り
上
げ
ま

し
た
。

　

最
後
は
ス
ケ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
移

動
し
、
ス
ケ
ー
ト

体
験
を
行
い
ま
し

た
。
ス
ケ
ー
ト
を

す
る
の
は
初
め
て

と
い
う
子
が
ほ
と

ん
ど
で
、
ホ
ッ
ケ

ー
リ
ン
ク
の
中
で

小
海
小
学
校
の
先

生
方
と
、
お
手
伝

い
の
小
海
小
の
三

名
の
子
供
達
の
指

導
の
も
と
、
最
初

は
立
ち
上
が
る
こ

と
か
ら
、
伝
い
歩

き
、
そ
し
て
歩
い

て
み
る
と
い
っ
た

中
で
、
次
第
に
お
ぼ
つ

か
な
い
な
が
ら
も
『
滑

る
』
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
中
に
は
ホ
ッ
ケ
ー

リ
ン
ク
を
出
て
、
四
百

ｍ
リ
ン
ク
を
回
る
子
も

い
ま
し
た
。

　

当
初
、
暖
冬
の
影
響

で
、
美
術
館
で
の
雪
の

ア
ー
ト
体
験
は
変
更
し
、

松
原
湖
で
の
湖
上
の
体

験
も
難
し
い
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
予
定
通
り
実
施
で
き
ま

し
た
。
大
洗
の
子
供
達
は
自
分

達
の
住
ん
で
い
る
町
と
は
ま
た

違
っ
た
真
冬
の
小
海
町
を
大
い

に
体
感
で
き
た
よ
う
で
す
。

プティリッツァとトントゥ二つの妖精が仲良く
入っています

ワカサギ釣れたよー

スケートセンターで皆でいっしょに

大
洗
町
の
小
学
生
が
交
流

事
業
で
当
町
を
訪
れ
ま
し
た

　

町
公
民
館
で
は
新
た
な
教
室
、

講
座
等
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

自
分
の
中
で
興
味
は
あ
る
け
ど
、

誰
に
教
わ
っ
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
。
他
の
市
町
村
で
行
っ

て
い
る
教
室
な
ど
で
や
っ
て
み

た
い
な
ど
、
文
科
系
、
運
動
系

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

講
師
の
先
生
で
既
に
知
っ
て
い

る
方
が
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
い
合
わ

せ
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
あ
る
公
民
館
登
録
グ
ル

ー
プ
の
紹
介
も
い
た
し
ま
す
の

で
北
牧
楽
集
館
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

教
室
・
講
座
の

募
集
に
つ
い
て

○
第
16
回

　
地
元
主
婦
た
ち
の
創
作
展

2
月
27
㈯
～
3
月
21
日
㈪

パッ
チ
ワ
ー
ク
・
陶
芸
・
絵
画

メ
ッ
シ
ュフ
ラ
ワ
ー
・
折
り
紙
・

リ
フ
ォ
ー
ム
・
草
木
染
め
・
編

み
物
・
押
し
花
・
他

日
々
の
暮
ら
し
の
合
間
に
丹

精
し
た
作
品
の
展
示
。

松
原
湖
観
光
案
内
所 

　

電
話　

93
ー
2
0
0
5 

水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の

お
知
ら
せ

○
体
育
行
事
・
教
室

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

2
月
28
日
㈰

○
移
動
図
書

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日（
休

日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

○
北
牧
楽
集
館
営
業
時
間

平
日
9
時
～
21
時
30
分
ま
で

日
曜
日
9
時
～
17
時
ま
で

・
会
議
室
等
の
ご
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

○
小
海
町
図
書
館
営
業
時
間

平　

日　

9
時
～
19
時

日
曜
日　

9
時
～
17
時

※
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日

お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
海
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

北
牧
楽
集
館

　

℡
0
2
6
7
─

92
─

4
3
9
1

　

町
生
涯
学
習
課
で
は
来
年
度

の
公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
新
た
に
登
録

を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
し
ら
、
北
牧
楽
集
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
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「招き雪だるま」がお出迎え
　楽集館では、大勢の皆さんのご来館と地域の交通安
全を願い、入口に「招き雪だるま」を設置しました。
まだ名前はありませんが、楽集館の「お出迎えマスコ
ット」としたいと思います。季節変わりには、衣替え
も予定しています。現在愛称募集中です。

第2回手芸教室「手軽に作れる小物手芸」
　日本手芸普及協会の高野悦子さんを講師に第2回手
芸教室を1月21日㈭に開催、今回は大雪が残る中でし
たが、大勢の皆様にご参加を頂きました。前回の「卓
上クリスマスツリー」に続き、ビーズによる「ストラ
ップ」づくりを行い、時間内に小さな2つの「ストラ
ップ」を製作しました。
　今後も「手軽に作れる小物手芸」をテーマに実施し
ます。

日本の伝統文化にふれる
本の読み初めイベント

　町図書館では、日本の伝統文化にふれる「本の読み
初め」イベントを１月２５日㈪公民館登録グループ
「あけぼの会」の皆さんの、茶道の稽古始め、初釜の
席とのジョイントイベントとして行いました。当日は
来館者40名ほどが茶席に招かれ、「あけぼの会」の皆
さんに茶道のお手前を披露して頂き、1人1人にたて
たお茶をふるまいました。また、資料館では「小海か
るた」の原画展や小正月の繭玉飾りづくり、図書館で
は「日本の伝統文化」に関する図書コーナーを設け、
「本の読み初め」をしていただきました。今年も気軽
にお出かけ頂ける図書館として、大勢の皆さんにご利
用頂きたいと思います。

冬場は室内トレーニング　健康増進教室
専門指導士による個別指導開始

　10月開館以来大勢の皆さんにご利用頂いています、
トレーニングルームでの健康づくり事業として、1月
より月2回健康増進教室を開催しています。教室は健
康運動指導士の飯島先生の個別指導により、受講者の
身体に合った運動プログラムを作成し、指導をします。
受講される初めての方は、器具の使い方から、また講
習済みの方は専門的指導を行ないます。
　冬場の運動
不足解消、ダ
イエット、肩
こりの解消等
自分に合った
運動方法を見
つける機会に
してはいかが
でしょうか。

み ん な の 楽 集 館

【楽集館　次回教室のご案内】
■第3回手芸教室　2月18日㈭　9：30～11：30
　・「巾着とスヌード(襟巻)作り」（どちらか1つ）
　・材料代　巾着1,000円　スヌード1,500円（実費）
■「野菜づくりのコツと裏ワザ」DVD教室
　・2月25日㈭　13：30〜15：00　・参加料　無料
　・講師　農村漁村文化協会　斉藤辰徳先生
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■卓球ルームが出来ました
　利用者の皆さんからご要望のありました、卓球ルー
ムを2階活動室に設置しました。教室やクラブ活動、
図書館等の利用時、またちょこっと運動、気晴らしレ
クにご利用ください。ラケット、ボールは教育委員会
事務所にあり、無料です。あわせて冬場の本格的トレ
ーニングは、トレーニングルームをご活用下さい。

■なつかしの「小海かるた」原画展
　資料館では、町制30周年を記念し作成した地域カ
ルタ「小海かるた」の原画展を1月25日㈪より開催し
ています。小海町の伝統行事や文化財、史跡名勝等
「かるた絵」を描いた「栗林今朝男」画伯の作品44
枚を展示しています。
　30年前のなつかしい小海町を知ることが出来ます。
開館は9時から17時まで、毎日ご覧になれます。また
館内説明が必要な方は事前予約をお願いします。

楽フォト新着情報

　第五分館冬期教室が1月24日㈰、本間公民館で開催され、本間、宮下、溝の原地区より35名の皆さん
が参加し、人権学習とラジオ体操の2講座で心と体の健康づくりを行いました。人権学習では東信教育事
務所の山崎先生より、昨年に引き続き、「身近な人権〜知ることから始めよう」をテーマに、見過ごして
いる差別等の人権侵害、思いやりの心について、スクリーンを使ったお話しを聞きました。また2人1組
の両手を使ったゲームでは体に染み付いた感覚を例に人権の側面についての理解を深めました。特に最近
問題になっている、ヘイトスピーチや今年4月から始まる、障害者差別解消法の内容についても説明を頂
きました。また2部のラジオ体操教室は、インストラクターの佐久穂町の由井さんを講師に「運動」とし
てのラジオ体操について、実技講習を受けました。何気なくやっているラジオ体操も、しっかりやること
で全身運動となり、少し息が上がり、うっすらと汗をかくくらいが、適度な運動で効果的とのアドバイス
を頂きました。誰でもできる身近な体操が運動不足解消、健康維持につながることがわかり、有意義な分
館冬期教室となりました。

分館冬期教室（第五分館）
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共育の広場共育の広場

⑹

教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …２月号…
Vol.11

共育の広場

　夏休みに町で募集した大洗町との交流（海辺の体験活動）に6
年生が多数参加し、楽しい思い出を作ることができました。1月
16日・17日は反対に大洗町より子どもを募り小海での体験をし
てもらう企画がありました。星空を見たり、美術館でワークショ
ップをしたり、ワカサギ釣りも結構釣れていい思い出作りになっ
たそうです。
　17日は小海の大切な文化であるスケートの体験が計画されて
いました。夏の恩返しに、小海小学校から6年生3名が参加し、
初めてスケートをする児童のお手伝いも兼ね大洗の子どもたちと
交流しました。5・6年生ということもあり、中リンクで立って
少し滑れれば上出来と思っていましたが、うまい子は外リンクにも出て何周もできました。とにかく全員が滑る
ことができ楽しい思い出にできたことよかったです。来年度によい形でつながってくれればと思います。

　正月明けの1月5日から7日に行われた県大会で上位に
入った10名の小海中学校スケート部のみなさんが、1月
30日から2月2日にエムウェーブで行われた第36回全国
中学校スケート大会に出場し、大健闘しました。
　日頃から支えて
頂いているみなさ
んへの感謝の気持
ちを忘れず、今後
も選手一同更に努
力をしてまいりま
すので、ご支援を
よろしくお願いし
ます。

小海小学校 大洗スケート交流

小海中学校 スケート部県中大会に続き全国大会でも大健闘！

今! 小海高校 ウィンターフェスタ開催
　12月17日、生徒会主催の冬のイベント・ウィンターフェスタが開催されました。これは、迫り来るクリスマ
スをみんなで楽しもう！ということで毎年懇談会期間中の放課後に行われています。今年のテーマは「○○がい
なくても熱くなれ！　※安心してください、たのしいですよ」でした。
　会場は色とりどりの電飾やモールで華やかに装飾され、大きなツリーも置かれました。さらに司会者や音響な
どを担当した役員はサンタクロースの衣装を身につけ、クリスマスらしさを演出しました。

　生徒会役員による寸劇から始まったイベントは、企
画目白押しの内容でした。1年生が大活躍した演劇班、
3年生を含め多数のバンドが出場した軽音楽班、生徒
会役員主催のビンゴ大会など、会場が一体となって盛
り上がりました。ウィンターフェスタを通して、行事
を企画・運営することの大変さを実感した生徒は、生
徒会最大のイベントである八ヶ嶺祭に向けて動き始め
ています。まだまだ先のことと思っていても、その日
はすぐにやってきます。今後の生徒会活動にもより一
層、力が入りそうです。

入賞した篠原謙さん（500m・6位、1,000m・5位）篠原理沙さん
（3,000m・3位）ほか健闘したスケート部員とコーチ・顧問
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定例教育委員会が行われました

●12月教育委員会（平成27年12月22日）
議 1 　平成28年度学校運営について

・学校長との意見交換を踏まえ、重点事業について協議し
ました。

　
●12月中学校組合教育委員会（平成27年12月22日）
議 1 　平成28年度学校運営について

・学校長との意見交換を踏まえ、重点事業について協議し
ました。

●1月教育委員会（平成28年1月22日）
　議 1 　平成28年度教育計画と学校運営について
　議 2 　平成28年度予算（案）について
　議 3 　平成27年度事業の点検・評価について
　議 4 　後援依頼について

・平成28年度入学予定数及び学級編制について協議しました。
・平成28年度教育費予算（案）について協議しました。
・平成27年度事業の点検・評価について協議しました。
・後援依頼について 1 件承諾しました。

●1月中学校組合教育委員会（平成28年1月22日）
　議 1 　平成28年度教育計画と学校運営について
　議 2 　平成28年度予算（案）について

・平成28年度入学予定数及び学級編制について協議しました。
・平成28年度予算（案）について協議しました。

教育委員会情報　12月・1月

　小海小学校でお世話になって、5年が経とうと
しています。この5年間、色々な立場で子ども達
と関わってきました。
　最初の3年間は低学年の子ども達から元気をも
らい、楽しい学校生活を送ってきました。後の2
年間（現在）は、少人数学習で算数の授業を担当
しています。
　『うん、わかった。あっ、そうか。かんたん。
うーん、難しい』など、日々色々な声があります
が、この声を次の授業にどう活かしていくかが、
自分に課する毎日の宿題です。
　私は、子どもの頃からピアノを習っていて、学
校でも伴奏をやらせて頂いています。娘2人もピ
アノを習い、上の娘は部活で吹奏楽をやっていま
す。2番目の娘と下の息子は、土日にサッカーを
やっています。土日は、部活の演奏会やサッカー
の試合で忙しい休日です。
　今しか出来ないことを精一杯頑張っている子ど
も達をこれからも応援していきたいと思います。

熱い共育人
vol.9 小海小学校

少人数学習
佐

さ

藤
とう

　真
ま ゆ み

由美

平成28年度 小海町奨学金募集について 小海中学校のサポートをお願いします
　平成28年度奨学金貸与の受付をします。奨学金貸与を希望
する方は 4 月15日から5 月16日までにお申し込み下さい。
貸与資格　⑴　小海町に 1 年以上居住している者
　　　　　⑵　経済的理由により、就学困難と認められる者
　　　　　⑶　学校長が推薦する者
貸与金額　高等学校　月額 15,000円以内
　　　　　大 学 等　月額 50,000円以内
貸与期間　その学校における正規の就学期間内
貸与方法　 7 月、11月、 3 月の年 3 回に分け交付します。
奨学金の利息と償還
　利息　無利息です。

償還　卒業月の 1 年後から貸与期間の 2 倍の期間内に償還。
申込方法　教育委員会所定の申込書によりお申し込み下さい。

　小海中学校では様々な形で次のような学校支援ボラン
ティアを募集しています。
○駅ボラ（小海駅の清掃活動）…ゴミ拾い、窓ふきな

ど中学生と一緒に駅清掃を行ってくださる方。
○AC収集（アルミ缶、ペットボトルキャップの回収）

集計などのお手伝いをしてくださる方。または、アルミ
缶・ペットボトルキャップをもってきてくださる方。
○見守り隊…中学生の登校や下校の様子を見守ってい

ただける方。
○学習支援…中学校の授業に入って、学習支援をして

くださる方。
○部活動支援…中学校の部活動に入って、活動支援を

してくださる方。
○その他
　中学校支援ボランティアへの参加やご意見・ご相談な
どは小海中学校までお願いします。

小海小3・4・5年生スキー教室（1月28日）

楽しかったスキー教室
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御柱大祭・山出し山神祭が開催されました

めとする、曳き子の皆さん
により、芦平地区へ向け曳
行されました。
　曳行された柱は、5月7
日㈯～8日㈰に行われる里
曳き、建て御柱まで、小海
中学校横の駐車場で祭りを
待ちます。

　七年に一度の松原諏方神
社御柱大祭の山出し山神祭
が、平成28年2月7日㈰、
稲子・芦平地区で行われま
した。
　稲子地区のバス回転場で
神事が行われた後、木遣の
掛け声と、消防団のラッパ
にあわせ、消防団員をはじ



平成28年2月12日 第 4 8 5 号役場からのおしらせ ⑽

芦平土砂崩落災害に関する経過報告
　平成27年11月30日㈪午前10時45分頃、芦平地区の畑及び共同墓地の一部が大月川へ崩落し、一時大月
川を堰き止める状態となりました。この崩落により、共同墓地の迦

か

陵
ろう

塔
と う

5 基が崩れ落ちる被害が発生し
ました。
　周囲の 3 世帯 6 人が自主避難をし、町では芦平土砂崩落対策本部を設置し、消防団や役場職員による
24時間の監視を行いました。佐久建設事務所及び町により、監視カメラ、伸縮計、水位計等を設置して
経過観察を行いながら現場の監視を続けてまいりました。
　12月 3 日㈭に国の専門家による原因の究明と更なる崩落の有無等の現地調査が行われ、その指示によ
り、ボーリング調査の実施とその穴を利用して地中の動きを観察するひずみ計の設置が行われました。
　佐久建設事務所のご協力により、 2 回の地元説明会を開催し、情報の提供を行いました。
　そして、12月24日㈭に県から、「崩落が大きく拡大する状況にない」とする中間報告が発表された事
を受けて、町では芦平土砂崩落対策本部会議を開催して、避難世帯に対して自宅へ戻れることを情報提
供し、27日㈰に地区説明会でこの旨を伝えました。
　長野県はこの中間報告発表後の平成28年 1 月から、崩落防止のための応急工事に着手し、崩落原因の
調査も含め、恒久工事の検討を始めています。

　年末の12月12日㈯に北牧楽集館で日本大学経済学部沼尾ゼミナールの報告会が行われ、30名以上の方
が聞きに来てくださいました。学生達は、小海町の子育て支援をテーマに、 4 月から毎月 1 、 2 回、小
海へ訪問し、行政や関係団体、学校等へヒア
リングを行い、小海町の子育て支援策につい
て学ぶとともに、住民の皆様から小海町の子
育て環境についてお話を伺ってきたことをま
とめ、発表しました。また今回の報告会では、
小海以外の地域で調査活動を行っていた班の
発表もありました。学生の調査にご協力いた
だきました町民の皆様ありがとうございまし
た。

土砂崩落の規模　幅20m　高さ35m
大月川に幅50mに渡り土砂が堆積

崩落した畑と共同墓地

日本大学経済学部沼尾ゼミナール報告会が行われました！
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子育て小海

連載№7

夢を育む安心の子育て支援　～保育所の受入れ～

一人につき 1,250円 2,500円

半日 １日

　小海保育所では、「0歳」の乳児から就学前までの子どもさんの保育
を行っています。
　保育時間は、一部の有料時間も含め最長の場合、午前7時30分から午後
7時までで、申請状況によって異なりますが、いつでも変更ができます。
　平成25年度から完全給食となり、毎日温かい給食を提供しています。それと
ともに、健康的な食習慣を目指し、管理栄養士が子どもの成長にあわせた献立
を考えています。
　お子さんの心身健やかな成長を見守り、支援し、「預けてよかった…。」と
思われる保育所運営を目指しています。
　年度途中での入所も受入れているほか、午前8時から午後4時まで乳幼児の一時保育も行っています。
　一時保育の保育料は以下のとおりです。

　詳細につきましては、お気軽に小海保育所（電話92－2351）までご相談ください。

夢を育む安心の子育て支援　～保育所の受入れ～

小海町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました
～チャレンジこうみ3050～

その２

　小海町のまちづくり施策を再度、検討することで、より効果的に施策を実施し、特に人口減少への対策をた
てる必要があることから、小海町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました。
　小海町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、 4 つの柱をたてています。今回はそのうち、 2 つの柱「小海
町に安定した雇用を創出する」と「小海町への新しいひとの流れをつくる」の概要をご紹介します。

◆過去5年間の年平均総出荷量維持
◆新規就労者(農林業)5名確保
◆農産物加工直売施設来場者数5%

増加
◆町外から町内企業への就労者5名

確保
◆土村・馬流地区の年間流動人口

5%増加
◆商工業に対する町民の満足度3%

増加

◆交流人口1万人増加
◆友好都市との交流人口200名確保
◆移住定住者10名確保
◆空き家・空き別荘成約件数5件

⑴小海町に
　安定した雇用を
　創出する

◆全就労者数5%増加

⑵小海町への
　新しいひとの
　流れをつくる

◆交流人口1万人増加
◆移住定住施策による
　移住者10名確保

農業持続・拡充支援
新規就農・担い手の確保

地域資源を活用した振興
町の魅力の発信強化

多面的な交流の促進

魅力ある住まいの提供
暮らしのきっかけの創出

中心街の活力創出
新規就業環境の創出

○価格安定化支援
○農産物加工直売所活性化
○新規就農者支援
○林業経営担い手促進
○中心街まちづくり
○雇用定住促進

○小海駅利活用促進
○観光宣伝
○友好都市交流
○空き家・空き別荘バン
　ク
○インターンシップ

基本目標
（5年間の目標値） 施 策 項 目 主 な 事 業 5年間の重要業績評価指標

（KPI）
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マイナンバー制度について：№7

平成28年1月から、役場への届出等で
マイナンバーを記載していただく場合があります。

【ご相談はこちらの窓口へ】
◇通知カードや個人番号カードのご相談
　　　　　総務省　個人番号コールセンター　‥‥‥　０５７－２０－０１７８　０１２０－９５－０１７８
　　　　　平日　8：30～22：00　　土日祝日　9：30～17：30（年末年始を除く）
◇不審な電話などを受けたら
　　　　　消費者ホットライン　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　１８８（いやや！）　　
　　　　　佐久消費生活センター　‥‥‥‥‥‥‥‥　０２６７−６２−２１１１
　　　　　平日　9：00～16：00（土日祝日、年末年始を除く）　　
◇詐欺などの被害に遭われたら
　　　　　警察　相談専門電話　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　＃９１１０　　０２６−２３３−９１１０　　
　　　　　平日　8：30～17：15　時間外は警察本部当直（24時間対応）

　平成28年1月からマイナンバーの利用開始に伴い、国民健康保険、介護保険、児童手当などの社会保
障等に関する手続で、マイナンバーの記載や提示が必要となります。
　手続の際は、マイナンバーの確認と窓口へ来られた方の本人確認を行いますので、必要な書類をお持
ちください。

＊住所が変わるときは住所変更の手続の際に「通知カード」または「個人番号カード」を忘れずにお持
ちください。カードに新しい住所を記載します。　
◆マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘・個人情報の取得・詐欺行為にご注意ください。　　　　　
国や市町村が、マイナンバーの通知や個人番号カードの手続などで、口座番号・口座の暗証番号・所
得や資産の情報を聞いたりすることはありません。

　選挙権の年齢が20歳から18歳へ引下げられることに先立ち、
1 月19日㈫に小海高校において 3 年生を対象に、長野県選挙
管理委員会・小海町選挙管理委員会が選挙出前授業を行いま
した。
　授業の前半は選挙制度の説明、そして後半は実際の投票所
を再現した会場で投票体験が行われ、選挙権を持つ意味を改
めて学習できた良い機会となりました。
　今年の夏には参議院議員の選挙が予定されています、棄権
することなく投票しましょう。

マイナンバーの確認
（正しい番号であることの確認）

個人番号カード（1枚で両方の確認が出来ます）

「通知カード」または
「個人番号が記載された住民票の写し」

「運転免許証」または「パスポート」など
上記をお持ちでない方は「健康保険証」「年金
手帳」「学生証」「社員証」「公共料金の領収証」
などのうち2点で確認します。

本人確認
（番号の正しい持ち主であることの確認）

小海高校で選挙出前授業が行われました
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平成28年度軽自動車税の税率が変わります!

軽自動車の名義変更・廃車等手続きのお願い

税制改正により、次のとおり軽自動車税の税率（税額）が変更されます。
4月1日（賦課期日）現在に所有している方には以下の税率で課税されます。

　軽自動車税は、毎年4月1日現在のバイクや軽自動車、小型特殊自動車（農耕用含む）などの所有者・使用
者に対して課税する税金です。
　軽自動車などを廃車、譲渡した場合、または住所変更した場合には手続きが必要です。
　手続きをしなければ引き続き軽自動車税が課税され、納税通知書が変更前住所に送られるなど、支障をきた
すことがあります。
　登録事項に変更があった場合は、4月1日㈮までに、下記窓口にて手続きをしてください。

※軽自動車税は月割課税制度がありませんので、年度の途中（4月2日以降）に廃車や名義変更をしても税金
は戻りません。ご注意ください。

【原動機付自転車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車】
種　　　別　　　区　　　分 平成27年度まで 平成28年度から

１,０００円
１,２００円
１,６００円
２,５００円
２,４００円
４,０００円

２,０００円
２,０００円
２,４００円
３,７００円
３,６００円
６,０００円

原動機付自転車

軽二輪車（125cc超　250cc以下）
二輪小型（250cc超）

50cc以下
50cc超　90cc以下
90cc超　125cc以下
ミニカー

【三輪・四輪以上の軽自動車】
種　別　区　分
三輪の軽自動車
四輪乗用

四輪貨物

自家用
営業用
自家用
営業用

登録後13年を経過した車H27.4.1以降の新車新規登録H27.3.31以前の新車新規登録
３,１００円
７,２００円
５,５００円
４,０００円
３,０００円

　３,９００円
１０,８００円
　６,９００円
　５,０００円
　３,８００円

　４,６００円
１２,９００円
　８,２００円
　６,０００円
　４,５００円

新車登録年度により、税率（税額）が異なります。また、登録後13年経過した車両は、表右欄の税率（税
額）が適用されます。
【お問い合わせ】　総務課　税務係　電話　９２－２５２５　

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車（農耕用作業車も含む）

車　　　　種

小海町役場　窓口

手続きの場所

・標　識（ナンバープレート）
・印　鑑
・標識交付証明書

手続きに必要なもの

軽二輪（125cc超　250cc以下）
軽四輪・軽三輪

長野県軽自動車協会
長野県自家用自動車協会
佐久支部

・標　識　　・印　鑑
・車検証（軽二輪は届出済証）
・住民票　　・自賠保険証

二輪小型自転車（250cc超） 北陸信越運輸局
長野運輸支局

・標　識　　・印　鑑
・車検証　　・住民票
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総務課から納期のお知らせ　今月で平成27年度の町税等の納付期間が終了します。

税金等の納付忘れはございませんか？

〈平成28年2月の納期のお知らせ〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が月末となります。
窓口納付の方は、口座振替納付のご利用をお勧めします。
平成２８年度から口座振替をご利用になる方は、３月末までにお手続きをお願いいたします。

納税が遅れますと督促状が送られ延滞金が課せられますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日

2月26日㈮

後期高齢者医療保険料介護保険料国民健康保険税

８期８期８期

城
嶋　

輝
臣　

様　

二
万
円

小
池　

龍
太　

様　

一
万
円

黒
澤　
　

潔　

様　

一
万
円

三
田　
　

明　

様　

一
万
円

小
山　

琢
郎　

様　

二
万
円

篠
原　

範
昭　

様　

二
万
円

古
嶋
み
よ
子　

様　

二
万
円

管　
　

奈
津　

様　

一
万
円

塚
田　

雅
彦　

様　

二
万
円

篠
原　
　

章　

様　

三
万
円

古
清
水
幸
則　

様　

二
万
円

平
野　
　

征　

様　

二
万
円

遠
藤　

章
雄　

様　

十
万
円

佐
野　

松
江　

様　

二
万
円

島
田　

公
江　

様　

二
万
円

山
口　
　

進　

様　

二
万
円

木
村　

秀
子　

様　

一
万
円

宮
野　

宗
雄　

様　

二
万
円

鹿
住　
　

皓　

様　

一
万
円

奥
富　

幸
夫　

様　

五
万
円

長
島　
　

一　

様　

一
万
円

藤
田　

千
佳　

様　

二
万
円

藤
田　

兼
雄　

様　

二
万
円

大
久
保
和
敏　

様　
七
万
五
千
円

白
鳥　

孝
夫　

様　

二
万
円

山
口　

光
男　

様　

五
万
円

前
原　
　

進　

様　
二
万
五
千
円

細
田　

敏
和　

様　

五
十
万
円

岩
本
紀
代
子　

様　

七
万
円

熊
木　

洋
史　

様　

五
万
円

菊
原　

修
二　

様　

二
万
円

江
木　

佳
世　

様　

三
万
円

遅
澤　
　

悟　

様　

二
万
円

原　
　

和
洋　

様　

三
万
円

真
名
子
世
知　

様　

十
万
円

三
上
三
恵
子　

様　

一
万
円

木
内　

慎
治　

様　

二
万
円

木
内
ひ
と
み　

様　

一
万
円

井
上
今
朝
文　

様　

五
万
円

坂
牧　

雅
美　

様　

一
万
円

道
端　

好
英　

様　

二
万
円

大切な人を守るため、あなたの力を! 社会に貢献する自衛官を募集中
「自衛官補生」（男子）

資　　格：18歳以上27歳未満の方
受　　付： 1 月23日㈯～ 2 月19日㈮ 
試験期日： 3 月 5 日㈯
試験場所：松本市　自衛隊松本駐屯地

「予備自衛官補」（仕事をしながらの予備自衛官）
資　　格：18歳以上34歳未満の方
受　　付： 1 月 8 日㈮～ 4 月 8 日㈮ 
試験期日： 4 月15日㈮～19日㈫の内 1 日
試験場所：松本市　自衛隊松本駐屯地

「自衛官幹部候補生」（一般）
資　　格：22歳以上26歳未満の方
受　　付： 3 月 1 日㈫～ 5 月 6 日㈮ 
試験期日： 5 月14日㈯
試験場所：松本市　自衛隊松本駐屯地

細部のお問合せ先、自衛隊長野地方協力本部上田地域事務所 ℡ 0268（22）5267

多
く
の
ご
寄
付
を

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

以
上
の
皆
様
の
他
五
十
六
名
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

寄
附
金
の
合
計
額
は
三
百
四
十
三
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
寄
附
者
（
四
月
か
ら
十
二
月
分
）
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冬 を 迎 え て
　皆様、こんにちは。地域おこし協力隊の安澤です。おかげさまで、今年で
2 回目の冬を迎える事になりました。
　この季節、時計を見るよりも気温計を見ることが多いのは私だけでしょう
か？
　さて、去年春、小海に来た家族にとって初めての冬になりますが、今のと
ころ暖冬でなんとか過ごしています。だけど、きっ
と小海のことなのでこのままそうはさせてくれない
ことでしょう。試練です。
　そんな冬の厳しい寒さにも寄り添い、スケート、
スキー、ワカサギ釣り、冬の夜空など楽しみに変え
ていく生活の知恵、たくましさ、これこそが小海町
の良さ、貴重さだと様々な場面で去年、私は実感し
ていますので、何とか家族で厳しい冬を楽しめるよ
うになりたいものだと思っています。
　家族共々、今年もよろしくお願いします。

　収入の減少や失業等により、国民年金保険料を納めることが経済的に難しいときは、未納のままにし
ないで「国民年金保険料免除・納付猶予制度」の申請手続きを行なってください。

保険料免除制度とは
本人・世帯主・配偶者の前年所得（ 1 ～ 6 月までに申請した場合は前々年所得）が一定額以下の場合
や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合で、申請後承認されると保
険料の納付が免除になります。
※免除される額は、全額、 4分の 3、半額、 4分の 1の 4種類あります。

保険料納付猶予制度とは
20歳から30歳未満の方で本人・配偶者の前年所得（ 1 ～ 6 月までに申請した場合は前々年所得）が一
定額以下の場合で、申請後承認されると保険料の納付が猶予されます。
※雇用保険受給資格者証をお持ちの方は免除・納付猶予申請の際に、必ずお持ちください。

学生納付特例制度とは
学生については、申請により在学中の保険料の納付が猶予される制度が設けられています。
本人の所得が一定以下の学生が対象となります。また、家族の所得の多寡は問いません。
※申請には学生証の写し（有効期限の記載あるもの）、もしくは在学証明書（原本）が必要です。

保険料免除や納付猶予になった期間は、年金の受給資格期間に算入されます。
ただし、年金額を計算するときは、保険料免除期間により除算され支給されます。
※ 納付猶予になった期間は年金額には反映されません。

○詳しいお問い合わせは、小諸年金事務所０２６７−２２−１０８２までお願いします。
○申請手続きは役場窓口でできます。

「国民年金保険料免除・納付猶予制度」のお知らせ



シリーズ防災 ⑪
　地震などの自然災害は、時として、想像を超える力で襲ってきます。
　しかし、日頃から防災対策をしておくことで、被害を最小限にすることができます。
　まず、災害に備え、自分の家の安全対策をするとともに、屋外において地震などに遭遇したときの、
身の安全の守り方を知っておくことが必要です。また、日頃から、非常時の食料や水など備えておくこ
とは大切なことです。

家の中の安全対策をしておく
　規模の大きい地震では、多くの方が倒れてきた家具の下敷きになり亡くなられたり、大怪我をするこ
とがあります。
　大地震が発生したときには、「家具は倒れるもの」と考えて、防災対策を講じておく必要があります。
　それぞれの部屋にどのような危険があるのかを想定し、その危険防止対策を考えておきましょう。
　また、手の届くところに懐中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう。ホイッスルは建物
や家具の下敷きになった場合に救助を求めるためのもので、少しの息でも音が出るので、救助の際に捜
索の目安になります。

タ ン ス：床側をストッパーなどで固定し、天井側はポール式器具で
固定する。（上下に分かれている家具は金具などで連結し
ておく。）

食 器 棚：Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に固定する。（開き戸には
開かないように留め具を付ける。ガラスにはガラス飛散防
止のフィルムを張る。）

本　　棚：Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に固定する。（重い本は下
の段に収納し、ひもなどを取付け、本が飛び出さないよう
にしておく。）

テ レ ビ：テレビの下に粘着マットを敷いて転倒を防ぐ。（機器の裏側を壁などに固定する。）
冷 蔵 庫：冷蔵庫の裏側をワイヤーなどで壁などに固定する。
窓ガラス：強化ガラスに換えたり、飛散防止フィルムを張る。カーテンを閉めておくことでも室内への

飛散防止に効果があります。

災害時に命を守る
一人一人の防災対策①

地域包括支援センター事務所移転のお知らせ
−老健こうみ内から役場庁舎内に事務所を移転します−

　土村旭町の「老健こうみ」内に併設している「地域包括支援センター」は、平成28年 4 月 1 日㈮
から、役場庁舎内に事務所を移転します。
　 4 月 1 日からは、移転先の役場庁舎において、介護保険の申請や、高齢者の皆様のお困りごと
などのご相談を承りますので、お気軽にお越し下さい。
　なお、事務所移転後も、電話番号91−2200と業務内容は変わりません。
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すこやかBOXすこやかBOX

受付
9：00
から

開会（式典）
表彰
◆社会福祉功労者
◆むし歯のない子

昼　食

9：30～

11：45～

10：20～ 11：30～

ステージ発表①
◆ 小海保育園
　　リズム体操

◆ 小海小学校
　　寸劇「うさぎとカメ
　　の新たなる対決」

◆ 小海中学校
　　生徒会活動の紹介

13：00～

ステージ発表②
◆ 保健推進委員会
　　北風小僧の寒太郎体操

◆ 朝霧会
　　人形劇「おやさいパワー」

◆ 東信針灸師会
　　つぼ教室

◆ 二輪草の会
　　二輪草健康体操

◆ 佐久総合病院
　　寸劇「ご老公一行腰痛を斬る」
　　※特別ゲスト出演予定

●駐車場、交通整理は小海町交通安全協会が協力しています。

◆ 各参加団体（多目的ホール 他）
◆ 大洗町友好都市協定記念物産展
◆ 東日本大震災 復興支援物産展
　（室内ゲートボール場）
第一部　11：30～12：00
第二部　12：30～14：00

五平餅・フランクフルトの販売

※ゴミ減量のため
　マイ汁おわんマイお箸を

　ご持参下さい。

※当日小海小学校が1Fロビーにおいてペットボトルのキャップを収集します。
ご協力願います。

※インフルエンザ・胃腸炎対策としてアルコール消毒液を会場内に設置しています。
※ご来場の際は上履きをご持参下さい。
※ひまわりでは廃油の回収を行っておりますのでご協力お願いします。

長野県PRキャラクター
©長野県「アルクマ」

1階ロビー

昼食サービス
ひじジャコまぜまぜ寿司

受
付

玄
関

2階へ

男性トイレ

応接室
事務室

玄　関

2　
階

1階へ1階へ

・こうみ野菜たっぷりの
　豚汁サービス（昼食）

・南部消防署
　消防車

・献血車

つばさの会

多目的ホール
しゃくなげ会
・アマランサス
饅頭販売
・活動紹介

大会議室
女性トイレ

美ノ輪荘

成年後見
支援センター

宅老所
なごみ

小海中学校栄養士会
佐久支部

南部
消防署

小海高校 保健推進
委員会

佐久総合病院
（本院、分院、　　　
　　診療所、老健）

東京スキンタッチ会
信州はりきゅう研究会

親と子のコーナー

・手づくりおもちゃ

あゆみ園

1　階

食生活改善
推進協議会

NPO縁
男性トイレ

女性トイレ

調
理
室

東　　信
針灸師会

（
●
車
は
乗
り
合
い
で
お
こ
し
下
さ
い
）

（※）役場→中学校横駐車場→
　　保育園（児童館）→会場の
　　巡回ルートでシャトルバ
　　スを8時30分から30分お
　　きに運行しますので、ご
　　利用下さい。

屋外ゲート
ボール場

中学校

児童館

公民館
屋内ゲート
ボール場

小海保育園

国
道
１
４
１
号

↑
佐
久
穂

南
牧
↓

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

ＰＰ

相木→

総
合
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
園

役場

ショッピング
センター
ショッピング
センター

ＰＰ

シャトルバス
発着場

ボランティア連絡協議会

ひまわり

はぁーと工房
ポッポ

子 育 て
支 援 課

・手作りおやつの
試食

風船配布

平成28年2月21日（日）9：30～
小海町総合センター
小海町健康福祉まつり実行委員会
小海町・小海町社会福祉協議会

と き
場 所
主 催

図内会場 案

・大洗町友好都市協定記念物産展
・東日本大震災 復興支援物産展
　※詳細は裏面を見てね
・ボランティア見本市
・フリーマーケット

JA女性部

ボランティア連絡協議会

すみれ会

手をつなぐ育成会

小海町母子寡婦福祉会小海ブランド加工品部会

ゲートボール場

環境フェアJump out！ 小海
お子様も楽しめるミニカー工作と
手作りエコバッグ作成

大洗町名物 あんこう汁振舞い
11：30～ ゲートボール場 限定200食

　第３２回 小海町健康福祉まつり開催!!
　今回で第32回目となります小海町健康福祉まつりが、今年も総合センターで開催されます。今年は、例年になくお子
様も楽しめる企画として、佐久地方事務所環境課ブースの「2015環境フェアin佐久Jump Out! 小海」を同時開催し、環
境問題を楽しく考えられるマイエコバック作り、ミニカーの工作や走行実演も行います。
　その他にも、虫歯の無い子の表彰をはじめ、旧図書室横でのあゆみ園の手作りおもちゃの制作や小海ではなかなか食
べられない冬の味覚、あんこう汁の振舞い
なども予定していますので、ご家族揃って
のお越しを心よりお待ちしています。

すこやかBOXすこやかBOX
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第27回 氷上トライアスロン小海大会が開催されました
　第27回氷上トライアスロン小海大会が、 1 月24日㈰に記録的な寒波と強風の中開催され、個人の部69
名とリレーの部16チームの選手が真冬の小海町を駆け抜けました。（最年長71歳、最年少16歳）
　今回は芦平区で発生した土砂崩落のため、若干コースを変更して行われ、選手はスキー 3 ㎞、ランニ

ング14㎞、スケート10㎞で体力の限界に挑みましたが、
スターウォーズのダースベイダーなど様々なコスチュ
ームで観客の目を楽しませる選手も大勢いました。
　次回第28回大会も開催を予定しています。このとこ
ろ参加者数は若干減りつつあります。ぜひとも多くの
選手の皆さんに真冬の小海町を楽しんでいただけるよ
うにしていきたいと考えております。
　大会にご協力いただきました全ての方に心から感謝
申し上げます。

平成28年度 長野県シニア大学佐久学部学生募集のお知らせ
長野県シニア大学佐久学部では、下記により平成28年度の学生を募集しています。

入学資格

募集人員

学習期間

学習内容

授 業 料

募集期間

募集案内
入学願書

申 込 先

入学決定

お問合せ

概ね60歳以上の県内在住者で学習意欲が旺盛な方

140人

2年間（17日×4時間／日=年間68時間）　月1～2回（火曜日）に開講

地域活動を行うための幅広い分野の学習と実践を行います。
①　教養講座（知識や教養を身につける講座）
②　実技講座（趣味と健康づくりの講座）
③　実践講座（社会参加活動を実践する講座）

年額　10,000円予定（別途教材費や自治会費等があります。）

平成28年2月1日㈪～2月29日㈪

佐久保健福祉事務所福祉課［佐久合同庁2F］若しくは町民課地域包括支援センターで
お取り寄せください。

佐久保健福祉事務所福祉課若しくは町民課地域包括支援センターへ持参あるいは郵送し
てください。

3月下旬に佐久学部から直接通知いたします。

■〒385−8533　佐久市跡部65−1
　佐久保健福祉事務所福祉課内　長野県シニア大学佐久学部
　TEL：0267−63−3141　FAX：0267−63−3110
■町民課地域包括支援センター（TEL：91−2200）
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クリスマス特別イベント
　12月23日㈷～25日㈮“ヤッホーの湯クリスマス特別イ
ベント”では、お食事をされるお客様に限定で、ヤッホー
特製スイーツをプレゼントしました。お子様にはサンタさ
んからプレゼントがあり「サンタさん、ありがとね」と、
ワクワクするクリスマスを楽しんでいました。

お正月イベント
　ご来場のお客様にお年賀のプレゼントと甘酒（ノンアル
コール）のサービスを行いました。温泉につかりながら新年をゆっくり過ごしていただきました。

　年末年始も町民の皆様をはじめ、県内外から、大勢のお客様にご来場いただきまして、誠にありがと
うございました。

北八ヶ岳松原湖温泉

八峰の湯 検索お問い合わせ先
八峰の湯　電話０２６７－９３－２２８８

サンタ“プティリッツァ”もお客様をお出迎え

休館のお知らせ　☆メンテナンス休館　 3月9日㈬～10日㈭

山羊、鶏などを飼育している皆様へ

【報告を義務付けられた畜種及び飼養頭羽数】

（平成28年の頭羽数の報告をお願いします）
　家畜伝染病予防法により、牛、豚、山羊、羊、鶏、アヒルなどを飼育している
方は、飼っている頭数・羽数や目的にかかわらず、毎年、家畜の種類、頭羽数等
を家畜保健衛生所を経由して県知事に報告することが義務付けられています。
　まだ報告をされていない方は役場産業建設課（電話92−2525）、または佐久家
畜保健衛生所（電話0267−62−4123）までご連絡ください。
　なお、報告が必要な畜種及び頭羽数は以下のとおりです。

①飼養家畜の種類、頭羽数

②畜舎及びふ卵舎の数

③基準の遵守状況

④基準遵守の措置状況

牛、馬、水牛
の合計

報告事項

畜種及び
飼養頭羽数

2頭以上

○

○

○

○

1頭

○

×

×

×

6頭以上

○

○

○

○

5頭以下

○

×

×

×

100羽以上

○

○

○

○

99羽以下

○

×

×

×

10羽以上

○

○

○

○

9羽以下

○

×

×

×

豚、羊、山羊、
猪、鹿の合計

鶏（チャボ、烏骨
鶏含む）、あひる（合
鴨含む）、うずら、
きじ、ほろほろ鳥、
七面鳥の合計

だちょう
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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い

て
は
、
多
く
の
技
能
実
習
生
が

実
習
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
当
署
に
お
け
る
労
働
条

件
等
に
係
る
調
査
の
結
果
、
技

能
実
習
生
の
労
働
条
件
に
つ
い

て
、
今
年
度
も
不
適
切
な
労
務

管
理
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
技
能
実
習
生
を
使

用
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
に
労
務

管
理
を
正
し
く
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
以
下
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時

平
成
二
十
八
年
三
月
二
日
㈬

十
四
時
～
、
十
七
時
～
の
二

回
◇
場
　
所

　

川
上
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　

う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル

◇
内
　
容

○
技
能
実
習
生
を
取
り
巻
く

状
況

○
技
能
実
習
生
に
労
務
管
理

○
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
に

関
す
る
手
続
き
等
に
つ
い

て

◇
申
込
み
方
法

　

所
属
す
る
各
監
理
団
体
に

ご
連
絡
の
上
、
お
申
込
み
下

さ
い
。

（
座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
定
員
に
達
し
た
場

合
は
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

小
諸
労
働
基
準
監
督
署　

電
話

〇
二
六
七
ー
二
二
ー
一
七
六
〇

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

十
二
月

嶋
田　

凌
成　

泰
典　

本
間
下

関　
　

優
斗　

忠
一　

本
間
上

・
ご
結
婚

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月

　

小
山　

真
司　
　

宿　
　

渡

　

德
嵩
め
ぐ
み　
　

長
野
市

十
一
月

　

上
原　

康
弘　
　

馬
流
本
町

　

井
出
さ
つ
き　
　

南
相
木
村

・
お
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
月

菊
池　

和　
　

徹　
　
土
村
南
町

篠
原　

真
志　

耕
一　

本
間
下

九
月

島
田　

琥
珀　

博　
　
土
村
栄
町

十
月

宿
岩　

達　
　

暁　
　

大　

畑

嶋
田　

詩　
　

一
輝　

本
間
下

中
嶋　

梨
乃　

晴
基　

芦　

谷

十
一
月

近
藤　

朱
里　

正
章　

芦　

谷

山
口　

歩　
　

功
輝　
馬
流
元
町

・
ご
逝
去

　

お
悼
み
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月

井
出　

長
子　

90
歳　

親　

沢

井
出　

八
男　

98
歳　
馬
流
高
根
町

十
月

小
山　

源
吉　

83
歳　

宿　

渡

黒
澤　

子　

83
歳　

中　

村

有
坂　

千
城　

83
歳　

箕　

輪

小
山　

知
代　

85
歳　

宿　

渡

岡
部
カ
シ
子　

91
歳　

川　

平

井
出　

貞
美　

89
歳　

稲　

子

十
一
月

吉
澤
ミ
サ
子　

95
歳　

卒　

道

新
井　

直
全　

89
歳　

本　

村

宮
澤
壽
喜
子　

95
歳　

宮　

下

井
出
千
枝
子　

68
歳　
土
村
栄
町

小
池　
　

孝　

73
歳　

八
那
池

篠
原　
　

實　

87
歳　

溝
の
原

篠
原　

英
一　

85
歳　

杉　

尾

土
屋　
　

登　

76
歳　
土
村
南
町

井
出
は
る
子　

97
歳　

稲　

子

中
嶋
ナ
ツ
エ　

89
歳　

東
馬
流

十
二
月

西
澤　

和
子　

60
歳　
土
村
南
町

辻　
　

葉
末　

87
歳　
馬
流
高
根
町

井
出　

静
雄　

90
歳　

本
間
下

篠
原　

市
作　

96
歳　

本
間
下

小
林
ツ
ネ
子　

91
歳　

本　

村

小
林
あ
さ
じ　

83
歳　

八
那
池

保
科
み
つ
よ　

67
歳　
土
村
清
水
町

（ （
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子 育 て 支 援 だ よ り
楽しいね! お正月遊び!!

○ソフトバレー大会　・ 2月28日㈰
町のソフトバレー大会に、チームを作って参加したいと思
います！
参加希望の方は、小海なかよし児童館までお問合わせくだ
さい。

○白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・3月20日㈰　13時～16時
　　佐久穂老人福祉センター「こまどり」

※ご本人でもご家族でも結構です。ご相談にお出かけく
ださい。

○小海町結婚相談
月～金曜日の 8時30分～19時まで小海児童館で受け付けて
います。
ご相談はご本人でもご家族でも結構です。
また、お近くの結婚相談員さんにも気軽にご相談下さい。

　 1月13日㈬に、放課後子ども教室が行われました。今年初めての子
ども教室は、お正月遊びという事で、皆ですごろく遊びをやりました。
　普段すごろくをやらない子ども達には新鮮だった様子。低学年は先
生に読んでもらいながら、高学年は自分たちで読みながら、どんどん
進めていきました。
　マス目のお題には、『いびきをかきながら眠る鯨のモノマネをする』
『ワニのモノマネをしながら、皆の周りを一周する』などなど、体を
動かせるものが多く、大盛り上がりとなりました。
　楽しいお正月遊び【すごろく】。児童館ではまだまだブームが続き
そうです。

3月の子育て支援教室

婚活のすすめ事業

子育て支援センター事業（未就園児と親） 児童館事業（放課後児童）
おもちゃランド　
◆ 3月10日㈭　10時～11時30分
　小海なかよし児童館
　「おおきくなったね」

はぐくみサロン　
◆ 3月17日㈭　10時～11時30分
　小海なかよし児童館
　「フットケア」

子ども教室
　「クラシックコンサート」
　 3月12日㈯　午前中〜
　小海なかよし児童館
※どなたでも鑑賞できます
ので、お誘い合わせの上、
お出掛けください。

　「春休みイベント」
　 3月24日㈭　午前中〜
　小海なかよし児童館

平成28年度
来入園児一日入所
日　時　 2月19日㈮
　　　　 9時～11時30分
場　所　小海保育所
持ち物　親子の上履き、
　　　　資料、筆記用具

駐車場は小海保育所北駐
車場をご利用ください。

お問合わせ　小海保育所
　　　　　　92−2351

子育てサポート
ボランティア募集!!

◆元気な小海っ子見守りたい
地域ぐるみで安心安全な環境づくりのた
め、見守り活動と次世代を担う子ども達の
育成支援

◇子育て孫サポート
地域の方が、児童館や保育園、子育て支援
センターの教室をサポートし、運営に参加

◆学習ボランティア
小学校の授業の補助、子ども活動の補助等
小学校を中心としたボランティア

お問合わせ
　小海なかよし児童館　９２−２５８０
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～
や
す
ら
ぎ
園
・
な
ご
み
へ

本
間
地
区
獅
子
舞
き
た
る
～

　
一
月
七
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

す
ら
ぎ
園
と
宅
老
所
な
ご
み
に
本

間
地
区
の
獅
子
舞
が
交
流
に
来
ま

し
た
。〝
獅
子
舞
〟
は
日
本
各
地

の
正
月
行
事
や
、
晴
れ
の
日
に
舞

わ
れ
、
幸
せ
を
招
く
と
共
に
、
厄

病
退
治
や
悪
魔
払
い
と
し
て
古
く

よ
り
伝
え
ら
れ
、
獅
子
に
頭
を
か

ま
れ
る
と
そ
の
年
は
無
病
息
災
で

元
気
で
過
ご
せ
る
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。
小
海
町
で
こ
う

し
た
獅
子
舞
の
残
っ
て
い
る
地
区

は
本
間
地
区
の
み
で
、
今
年
は
中

学
生
も
手
伝
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
毎
年
お
正
月
の
楽
し
み
と

な
っ
て
い
る
こ
の
行
事
が
、
い
つ

ま
で
も
続
い
て
く
れ
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。

～
二
輪
草
の
会
と
保
育
所

　
　
　
園
児
と
の
ま
ゆ
玉
作
り
～

　
一
月
十
三
日
、
二
輪
草
の
会
Ｃ
グ
ル

ー
プ
と
小
海
保
育
所
年
長
園
児
が
ま
ゆ

玉
作
り
で
交
流
を
し
ま
し
た
。
ま
ゆ
玉

飾
り
は
小
正
月
の
行
事
で
、
養
蚕
が
盛

ん
だ
っ
た
昔
は
ど
の
家
で
も
飾
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
飾
る
家
の

方
が
珍
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

園
児
も
初
め
て
作
る
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、

お
年
寄
り
か
ら
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
繭
の
形
や
稲
の
花
、
小
判
な

ど
を
作
り
木
の
枝
に
刺
し
て
家
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
楽
し
い
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
獅
子
舞
や
ま
ゆ
玉
作
り
な
ど
の
伝
統

行
事
を
守
り
伝
え
て
い
く
事
は
現
在
の

少
子
化
の
問
題
も
あ
り
難
し
い
事
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
、
子

ど
も
達
の
心
に
古
き
良
き
伝
統
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
て

く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お正月の伝統行事で交流

平成27年度
赤い羽根と歳末助け合い
共同募金　御礼

台風18号義援金
御礼

２，３０２，９００円

２１，２４７円

ご協力ありがとうございました

皆様方の温かいご協力に感謝申し上げます
お寄せいただきました義援金は全額、日本赤十
字社へ送金させて頂きました
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三
つ
目
は
、
原
発
事
故
で
避
難

し
て
い
る
飯
舘
村
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
飯
舘
村
の
伝
統
保
存
食
“
凍

み
餅
”
を
作
り
、
仮
設
住
宅
で
暮

ら
す
お
年
寄
り
に
懐
か
し
い
味
を

提
供
し
、
お
互
い
に
元
気
を
出
し

て
い
こ
う
！
と
励
ま
し
合
っ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
三
回
実
施
し
、
十
二
月
二

十
日
の
一
回
目
に
は
飯
舘
村
か
ら

十
一
名
が
参
加
し
て
凍
み
餅
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。
十
二
月
二
十

一
日
に
は
、
小
海
小
学
校
で
、
飯

舘
村
か
ら
の
四
名
と
八
峰
村
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
四
年
生
と
凍
み
餅

を
食
べ
な
が
ら
、
被
災
の
怖
さ
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

や
す
ら
ぎ
園
で
は
新
井
小
海
町
長

・
依
田
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
大
勢
で

　
小
海
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。

　
八
峰
村
は
八
年
程
前
に
、
町
が

立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
三
つ

の
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
は
体
験
型
の
市
民
農
園
で

す
。
八
峰
の
湯
か
ら
少
し
下
が
っ

た
場
所
に
農
地
を
借
り
、
小
さ
く

区
割
り
し
、
別
荘
オ
ー
ナ
ー
な
ど

に
賃
貸
し
て
い
ま
す
。

　
目
的
は
、
都
会
の
人
に
農
業
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
別
荘
を
買
う

な
ら
〝
農
業
も
楽
し
め
る
小
海‥

を
〟
と
評
判
を
高
め
、
別
荘
販
売

を
応
援
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
ま
で
は
田
ん
ぼ
を

借
り
、
酒
米
を
作
り
「
こ
う
み
ざ

か
り
」
と
い
う
酒
を
造
っ
て
い
ま

し
た
が
、
人
手
不
足
な
ど
で
現
在

は
中
止
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
地
元
で
栽
培
さ
れ

る
農
産
物
を
加
工
、
販
売
し
、
小

海
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と

で
す
。
現
在
、三
種
類
の
饅
頭（
岩

茸
、
え
ご
ま
、
黒
糖
）
と
お
や
き

を
毎
週
末
に
作
り
、
八
峰
の
湯
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
町
内
だ

け
で
な
く
、
町
外
へ
も
販
路
を
開

拓
し
、
販
売
力
を
高
め
、
収
益
が

見
込
め
る
よ
う
な
事
業
に
育
て
た

い
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

交
流
を
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
知

っ
た
事
は
、
村
が
丸
ご
と
無
く
な

る
よ
う
な
原
発
事
故
の
恐
ろ
し
さ
、

被
災
か
ら
五
年
経
っ
て
も
ま
だ
放

射
能
の
除
染
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

被
災
者
は
狭
く
て
不
便
な
仮
設
生

活
で
暮
ら
し
、
生
活
再
建
の
メ
ド

が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
仮
設
住
宅
か
ら

立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
報

道
と
は
違
う
生
々
し
い
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
月
末
に
は
凍
み
餅
を

飯
舘
村
に
届
け
、
交
流
す
る
予
定

で
す
。

　
以
上
、
簡
単
に
八
峰
村
の
三
つ

の
活
動
と
、
そ
の
成
果
、
課
題
、

問
題
点
な
ど
を
お
知
ら
せ
致
し
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

ま
つ
ぼ
っ
く
り　
　
　

様

宿　

渡　

小
山　

和
敏　
　

様

本
間
上　

篠
原　

正
一　
　

様

卒　

道　

油
井　

和
久　
　

様

土　

村　

井
出　

良
子　
　

様

本　

間　

篠
原　

今
朝
雄　

様

善
意
銀
行
御
礼

（
平
成
二
十
七
年
六
月
～

　
平
成
二
十
八
年
一
月
）

し
た
。
八
峰
村
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
参
加
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
加
工
品
や
凍
み
餅
な

ど
の
販
売
促
進
も
必
要
で
す
。
是

非
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

八
峰
村
村
長　
渡
辺　
均

ボランティア連絡協議会　登録グループ紹介

〜　八
ヤッ

　峰
ホー

　村
ムラ

　〜
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冬
の
葉
を
染
め
る

　
八
ヶ
岳
山
麓
の
冬
も
深
ま
り
、

木
々
は
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し

て
い
ま
す
が
、
中
で
も
大
き
な

茶
色
い
葉
っ
ぱ
を
頑
固
に
付
け
、

ま
る
で
立
ち
枯
れ
か
と
思
う
木

が
あ
り
ま
す
。
葉
っ
ぱ
を
枝
か

ら
取
っ
て
み
る
と
、
葉
柄
の
根

元
部
分
が
ま
だ
緑
色
を
し
て
い

ま
す
。
落
葉
樹
は
陽
の
光
が
弱

く
な
る
と
光
合
成
が
で
き
な
く

な
り
、
葉
に
水
分
を
送
る
必
要

が
な
く
な
る
と
、
こ
の
葉
柄
に

離
層
を
つ
く
り
枝
か
ら
葉
を
落

と
し
樹
幹
に
栄
養
を
蓄
え
て
春

に
備
え
る
の
で
す
。

い
わ
ば
樹
の
省
エ

ネ
対
策
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
木
の
葉
は

枯
れ
て
い
ま
す
が
、

葉
柄
の
根
元
は
ま

だ
生
き
て
次
の
新

芽
ま
で
枝
に
く
っ

付
い
て
い
る
の
で

す
。

　

カ
シ
ワ
（
槲
）

（
柏
）
ブ
ナ
科
／
こ

な
ら
属
。
日
本
全
土
の
温
帯
か

ら
暖
帯
に
生
育
。
葉
は
大
き
く

波
の
よ
う
な
丸
い
鋸
歯
を
持
ち
、

芳
香
が
あ
る
。
翌
年
の
新
芽
が

出
る
ま
で
古
い
葉
が
落
ち
な
い

の
で
「
代
が
途
切
れ
な
い
」
縁

起
物
と
さ
れ
、
塩
漬
け
に
し
て

五
月
節
句
に
柏
餅
を
包
む
の
に

用
い
ら
れ
る
。
昔
、
食
物
を
盛

る
食
器
と
し
て
植
物
の
大
き
な

葉
っ
ぱ
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
を

「
か
し
き
は
（
炊
ぐ
葉
）
＝
飯

盛
り
葉
」
と
呼
び
、
カ
シ
ワ
の

葉
を
よ
く
使
っ
た
こ
と
か
ら

「
か
し
き
は
→
か
し
わ
」
の
名

が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
た
と
か
。

ま
た
カ
シ
ワ
の
幹
材
は
建
材
に

船
材
と
し
て
多
用
さ
れ
、
樹
皮

は
染
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ

と
を
知
っ
た
。
文
献
を
調
べ
る

と
「
か
し
は
染
、
黒
染
也
。
久

し
く
な
り
て
も
色
変
せ
ず
、
色

弱
か
ら
ず
。」
と
あ
り
ま
す
。

奈
良
時
代
か
ら
染
材
と
し
て
使

わ
れ
、
タ
ン
ニ
ン
性
の
強
い
植

物
の
よ
う
で
す
。
早
速
枯
れ
た

枝
葉
を
刈
り
取
り
、
落
ち
葉
を

集
め
て
細
か
く
刻
み
水
か
ら
煮

出
し
て
沸
騰
後
三
十
分
す
る
と
、

染
材
の
枯
葉
よ
り
濃
い
茶
色
の

染
液
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
灰
汁

で
土
器
色
、
木
酢
酸
鉄
で
薄
い

タ
イ
シ
ル
ク
で
涅す

み

色い
ろ

、
手
紡
太

絹
で
銀
鼠
を
染
め
ま
し
た
。
媒

染
剤
へ
の
反
応
が
強
く
、
特
徴

的
な
色
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
知

り
、
こ
れ
は
重
ね
染
や
染
分
け

に
よ
る
柄
出
し
が
出
来
る
と
思

い
、
絞
り
を
中
心
に
媒
染
剤
の

染
分
け
や
茜
と
の
組
み
合
わ
せ

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
冬
の

草
木
染
で
は
若
々
し
い
芽
生
え

の
色
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
植

物
が
春
夏
に
蓄
え
熟
成
し
た
色

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
て

染
め
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

この広報紙は大豆インキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

1月9日に消防団の出初式が開催され、町内を分列行進した後、千曲川に
て初放水行いました。

　

美
術
館
で
は
、

教
育
普
及
活
動
の

一
環
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
実
技

講
座
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
展
覧
会

の
内
容
の
理
解
に
役
立
つ
も
の
、

創
作
の
喜
び
を
感
じ
、
美
術
に

親
し
む
も
の
、
作
家
の
考
え
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
も
の
な
ど
、

種
類
は
様
々
で
す
。
昨
年
夏
の

横
井
照
子
展
で
は
、
横
井
氏
が

制
作
に
使
用
す
る
竹
ペ
ン
に
着

目
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。
作
品
鑑
賞
の
後
、

作
品
か
ら
受
け
た
印
象
を
も
と

に
、
家
族
へ
の
絵
手
紙
を
竹
ペ

ン
を
使
っ
て
制
作
し
ま
し
た
。

（
写
真
上
）
作
家
と
同
じ
道
具

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
作
品
理

解
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

一
月
に
行
わ
れ
た
大
洗
町
と
の

交
流
事
業
で
は
、
大
洗
町
と
小

海
町
に
共
通
す
る
森
の
妖
精
に

着
目
し
、
大
洗
町
の
子
ど
も
達

が
自
身
で
集
め
た
自
然
素
材
を

使
っ
て
、
小
海
町
の
子
ど
も
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
妖
精
と

自
分
で
作
っ
た
妖
精
が
棲
む
小

さ
な
森
の
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作
し

ま
し
た
。（
写
真
下
）
交
流
を

通
じ
た
作
品
制
作
の
喜
び
を
体

験
し
ま
し
た
。


